予算要求資料
平成26年度当初予算　　　支出科目　款：民生費　項：社会福祉費　目：遺家族等援護費

	事業名　戦没者追悼事業費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　　　　
　　　　　　　　　　健康福祉部 地域福祉国保課 社会援護係　電話番号：058-272-8264
　　　　　　　　　E-mail：c11219@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　5,276千円（前年度予算額：　5,576千円）

＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	5,576
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,576

	要求額
	5,276
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	5,276

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
日清戦争から太平洋戦争までの間に、戦場において又は空襲などによって犠牲となられた本県出身の方々を慰霊するため、各種追悼事業を実施する。

（２）事業内容　

１．岐阜県戦没者追悼式の施行

　　　　　場　所：岐阜市鏡岩　岐阜県戦没者慰霊塔前

　　　　　参集者：約1,000人

　　２．慰霊巡拝等における献花

　　　　　戦没者の遺族が慰霊巡拝に参列する際に知事名の献花を行う

　　３．戦没者慰霊塔及び旧陸軍墓地の維持管理

　　　　・岐阜県戦没者慰霊塔（岐阜市鏡岩）敷地内の樹木の剪定、施肥、消毒
　　　等

　　　　・旧陸軍墓地（各務原市）敷地内の草木の伐採、清掃等

　　４．沖縄慰霊塔慰霊祭の施行

　　　　　場　所：沖縄県糸満市摩文仁の丘　岐阜県の塔前

　　　　　参集者：約100人

　　５．沖縄県慰霊塔の維持管理

　　　　・沖縄慰霊塔「岐阜県の塔」（沖縄県糸満市）

（３）県負担・補助率の考え方

　　　岐阜県戦没者追悼式及び沖縄慰霊塔慰霊祭等については、戦没者の慰霊及び戦没者遺族に対する慰藉とともに貴重な戦争体験の継承等を目的に県が主催する事業であることから県負担が妥当。
　　　また、岐阜県戦没者慰霊塔、沖縄県慰霊塔及び旧陸軍墓地等の維持管理に要する経費についても県が管理していることから県負担が妥当。
（４）類似事業の有無
　　　なし
３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	旅費
	468
	沖縄県慰霊塔慰霊祭参列旅費等

	委託料

	4,467
	岐阜県戦没者追悼式の会場設営、沖縄県慰霊塔慰霊祭の会場設営、旧陸軍墓地の管理、岐阜県戦没者慰霊塔の管理、沖縄県慰霊塔の管理等

	その他
	341
	バス・タクシー借り上げ料等

	合計
	5,276
	


	　決定額の考え方　




事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　日清戦争から太平洋戦争までの間に、戦争の犠牲となられた本県出身の方々を慰霊するため、毎年、追悼式を実施する。また海外で犠牲となられた方の遺族が戦没地を訪れた時に知事名で献花を行う。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	戦没者の慰霊を目的としているため、指標の設定はできない



（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）

（１）岐阜県戦没者追悼式の施行

　　　　　場　所：岐阜市鏡岩　岐阜県戦没者慰霊塔前

　　　　　参集者：約1,000人

　（２）慰霊巡拝等における献花

　　　　　戦没者の遺族が慰霊巡拝に参列する際に知事名の献花を行う

　（３）戦没者慰霊塔及び旧陸軍墓地の維持管理

　　　　・岐阜県戦没者慰霊塔（岐阜市鏡岩）敷地内の樹木の剪定、施肥、消毒等

　　　　・旧陸軍墓地（各務原市）敷地内の草木の伐採、清掃等

　（４）沖縄慰霊塔慰霊祭の施行

　　　　　場　所：沖縄県糸満市摩文仁の丘　岐阜県の塔前

　　　　　参集者：約100人
　（５）沖縄県慰霊塔の維持管理

　　　　・沖縄慰霊塔「岐阜県の塔」（沖縄県糸満市）


（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　岐阜県戦没者追悼式の施行

　　　　　場　所：岐阜市鏡岩　岐阜県戦没者慰霊塔前

　　　　　参列者：約1,000人

沖縄慰霊塔慰霊祭の施行

　　　　　場　所：沖縄県糸満市摩文仁の丘　岐阜県の塔前

　　　　　参列者：50人


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	　戦後６８年が経過したが、戦争で家族を亡くされた遺族の深い悲しみや嘆きは現在も変わらない。また、遺族のこれまでのご労苦に敬意を表するために、今後も岐阜県主催の戦没者追悼事業は必要である。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　戦後６８年が経過したが、平成２５年の岐阜県戦没者追悼式においては約1,000人の遺族及び関係者が参列した。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　高齢者が対象の事業であるため、参列者の安全を考慮し、警備員を増員し、バスや歩行者の誘導を強化した。また救護所に看護師を配置し血圧計、ＡＥＤを準備し緊急時に備えた。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項

　遺族の高齢化が進んでいるため、今後は徐々に参加する遺族が減少する可

能性がある。


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

　戦没者慰霊事業については、戦争で家族を亡くし、深い悲しみを持つ遺族がいる限り継続する必要がある。



